





















単な調査を行 った2)。その結果,現 代の私たちの 「京都」イメージとは,歴 史都市 としてなか
ば一般化 されていることがわかった3)。では,こ の 「京都」イメージは,いつ,ど のように形
成 されたのか。その形成時期にっいては,明治28年を起点 としていることがすでに指摘 され
ている4)。幕末維新,東 京遷都を経て京都という都市が経験 した歴史を 「公家社会」 を通 して
具体的に論 じた小林氏は,復興のための 「京都」の再構築における具体的事業 は,第四回内国
勧業博覧会 と平安建都千百年紀念祭,そ れに併合 した 「平安通志』(明治28)の編纂 という形
に収斂 されると述べている。また,文化史の観点か ら高木氏は,近代に入 り岡倉天心の理論に
よるはじめての歴史認識 そして皇室 という二つの側面から,「京都」イメージとは平安時代






これまで言及 されなかった案内記における 「美術」5)という要素の重要性を示す ことにある。
以下,ま ず1で は,先行研究の概観をふ くめ,京都に対する歴史認識の形成過程を確認する。
2では,「京都」の姿を全国に発信するメディアとして利用された地誌を対象 として,「京都」
のイメージが地誌のなかでどのように形成されているかを検討 し,そ の過程で明治28年の位
置を再確認する。そして,3で は 「京都」における 「美術」の位置を再確認することで歴史都












る 『平安通志』7)の編纂事業 も促 した。歴史都市 「京都」 というイメージの形成 において,こ
の 『平安通志』は重要な役割を果たした。つまり,平安遷都千百年紀念祭および第四回内国勧
業博覧会 という国をあげてのイベントにちなんで発行することになつたのが 『平安通志』なの
である。『平安通志』 は,明治26年4月の提議か ら2年余 りという短 い間に歴史家湯本文彦
(1843-1921)によってはじあて編纂 された京都史である8)。湯本 は,史 実 に基づいた考証学
の立場か ら体系的に京都の歴史を編纂 しようとした9)。その内容は,平安時代か ら当代までの








通志』'1)といった紀念祭事業を基盤に,第 四回内国勧業博覧会へ向けて歴史都市 「京都」 とい




歴史都市 「京都」としてのイメージ形成に 「美術」が果たした機能を考察するため,こ こで
はまず,明 治期に出版 された地誌をとりあげる。地誌をとりあげる理由は,その内容がそれぞ
れ 「京都」という共通のテーマで表現されたものであり,また,地誌は明治年間を通 して不定
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村上和光 ・編 『京都府駅程記』 明治9年4月 国会図書館
福富正水 ・原著
乙葉宗兵衛 ・編 『改正各区色分町名京都名所巡記』 村上勘兵衛 明治10年10月10日京都府立総合資料館
増山守正 ・編 『明治新選西京繁昌記』 明治10年3月 『新選京都叢書』
菊池 純 『西京伝新記』4冊 内藤半七 明治10年6月 国会図書館
松岡彦二 ・編 『京都明治新誌』 明治10年6月(愛媛) 京都府立総合資料館
飯田専助 ・編 『京都市中繁花競』 明治11年5月 京都府立総合資料館
原田興三松 。編 『売買 ひと り案 内』 明治11年9月 『新選京都叢書』
乙葉宗兵衛 。編 『西京人物誌』 村上勘兵衛 明治12年4月 『新選京都叢書』
橋本澄 月 ・編 『京都名勝一覧図会』 風月堂 明治13年10月 京都府立総合資料館
岡本清心 ・編 『京都名所道案内 全』 山田 久 明治13年4月 京都府立総合資料館
遠藤茂平 ・編 『京都名所案内図会』(乾坤2冊) 福井源次郎 明治14年3月 京都府立総合資料館
石田有年 ・編 『都 の魁』上、下 明治16年10月 『新選京都叢書』
久下嘉時・編 『新京極道 の しお り』 布部常七 明治16年 『新選京都叢書』
文字富之助 ・編 『開花絵入京都見物独案内』 明治18年3月 『新選京都叢書』
文字富之助 ・編 「京都著名諸家案内』 片岡賢三 明治18年3月 『新選京都叢書』
松山高吉 『きや うと 名所 と美術の案内』上、下巻 田中治兵衛 明治18年3月25日 京都府立総合資料館
樺井達之輔 ・編 「明治新版 京都名所案内記 全』 風月庄左衛門 明治20年1月10日 京都府立総合資料館
児島定七 『京都策』 明治23年4月25日 国会図書館
川勝徳次郎 「花洛名所独案内記 全』 明治24年11月(再版) 京都府立総合資料館
内藤彦一 『明治改正京都名勝便覧図会』 明治25年7月15日 京都府立総合資料館
浅井広信 「京都祇園会図会』 笹田彌兵衛 明 治27年5月25日 ・ 国会図書館







志水鳩峰 「改正京都名勝図会』 風月庄左衛門 明治28年2月20日 京都府立総合資料館
安藤 清 「京 けんぶっ』 山田直三郎 明治28年3月25日 京都府立総合資料館
浅井広信 「京都名所案内記』上、下巻 明治28年4月15日(初版26年9月日) 国会図書館
柴崎徳衛 「京都旧蹟独案内』 明治28年4月1日 京都府立総合資料館
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金森直次郎 。編 『京都名勝案内記 附総合府県』 飯田信文堂 明治28年4月1日 京都府立総合資料館
石田幸三郎 『京都名所独案内記』 明治28年4月1日 京都府立総合資料館
清水光憲(清水常太郎)『京都名所独案内 全』 漫遊館 明治28年4月20日 京都府立総合資料館
山崎 隆 ・編 『京都土産亅 明治28年4月25日 京都府立総合資料館
廣池千九郎 『歴史美術名勝古跡 京都案内記』 明治28年4月26日 『新選京都叢書』






協賛会 r京都名所手引草』 村上勘兵衛 明治28年4月5日 京都府立総合資料館
鳥越常右衛門 『京都案内』 明治28年5月京都府立総合資料館





上村長一 『京都温故誌 完』 松田庄助 明治28年5月6日 京都府立総合資料館
袖田末三郎 『漫遊独歩都名所古跡』 岡田積小館 明治28年5月18日 京都府立総合資料館
崑岡灑 『京都名所』 大淵渉 明治28年5月4日(大阪) 京都府立総合資料館
窪 田修佐 ・編 『京都繁昌記』 青木蒿山堂 明治29年6月12日(大阪) 京都府立総合資料館
牧洞治次郎 『山科郷史』 明治30年10月17日 『新選京都叢書』
京都市尋常高等
小学校長会。編 『京都郷土誌』 村上勘兵衛 明治35年7月15日 『新選京都叢書』
京都市参事会 『京都名勝記』 明治36年 国会図書館
金港堂書籍 『文芸界定期増刊博覧会紀念 夜の京阪』 明治36年(東京) 国会図書館
宮野孝吉・編 『名家訪問録』 東枝律書房 明治36年11月1日 京都府立総合資料館
黒 田天外 ・編 『京みやげ工芸と名勝』 村上勘兵衛 明治36年3月18日 国会図書館
京都市参事会 『簡便京都案内』 明治36年3月25日 京都府立総合資料館
笹田駒治 『京都府写真帖』 村上勘兵衛 明治36年3月15日 京都府立総合資料館
京都市参事会 『京都名勝記』下巻 五車楼 明治36年4月20日 京都府立総合資料館
森 一兵 『京都新繁昌記』 明治36年5月10日 京都府立総合資料館
藤井孫六・編 『京都名勝帖』 五車楼 明治36年5月17日 京都府立総合資料館
村上文芽 『京都名所地誌』 明治37年 京都府立総合資料館
秋吉帆月 『京乃町』 五車楼 明治40年2月25日 京都府立総合資料館
京都出版協会 『二十世紀の京都 天之巻』 明治41年3月30日 京都府立総合資料館
小林籐次郎 『京都名所写真案内』 小林書店 明治41年5月10日 京都府立総合資料館
渋川柳次郎 『薮野椋十上方見物』 有楽社 明治41年6月5日 京都府立総合資料館
京都府庁. 『京都府写真帖』 明治41年11月5日 京都府立総合資料館
田中市之助。編 『大日本名所図会』 東陽堂 明治43年1月20日(東京) 京都府立総合資料館
金尾種次郎 『畿内見物』京都之巻 金尾文淵堂 明治44年4月(東京) 京都府立総合資料館
村上文芽(川上文芽) 『京都名所地誌』 中村弥左衛門 明治44年4月10日(明治37年の再版) 京都府立総合資料館
京都市役所 『京都名所写真帖』 明治44年12月20日 京都府立総合資料館
これ ら地誌の著者にっいての詳細 は明 らかではないが,た とえば,「学士の説話を記」13)
(『京都名所独案内』明治28年)や『名所旧蹟独案内』(明治28年)の序文を書いた 「文学士藤
井宣正」14)などの書物内の記 述からみる限り,学者 とのかかわりがみ られる。また,多 くの地
誌が出回 っていた当時の様子が,「数多都人士のものせ られ し傑作あれ ども……」'5)(『京都案
内』明治28年)の記述からうかがえる。地誌がどれほど流通 していたのかにっいて,版 数か




案内記は,明治以前,近 世か ら多 く存在 していた。近世と明治期との大 きな違いは,明治期
のものには,ホ テルや疎水関連施設 帝国京都博物館など明治期に建て られた数々の新施設を
も名所として取 り入れていること17),明治中期か ら徐々に対象となる名所の表現が,従 来 の版
画による鳥瞰図か ら人の視点による写真が掲載されはじめることが,ま ず指摘できる18)。従来





書き出された 「京都」を確認 していきたい。「美術」 という言葉はこれ らの名所案内の記述の
なかにみいだせるか らである。
もともと名所や旧蹟の説明を目的とする案内記に,以前にはみられなかった 「美術」の記述
が一般的にあらわれるのは明治28年の出版物においてである。 では,案 内記に記 され るとこ
ろの 「美術」とはいったい何を指 しているのであろうか19)。以下の引用部分 は全て,そ の内容
に対する著者の意図が最もあらわされる緒言や総記か ら引いたものである。 したがって,こ こ
での 「美術」に注目することで,そ の具体的な内容がわかる。
◎明治28年
1.「西京は土地優美にして,人 民美術に富み,手 芸製作の業に長ず,今 回の博覧会が将博覧
会が将来の利益をこの地に与え……」『西京名所誌」
この時点で京都の人々が 「手芸製作の業」に長 じていて,そ して博覧会がその人々にとっ
て有効なものとなるであろうとし,「美術」 という語が,い わゆる手工芸 を指す と考え られ
る 「手芸製作」と結びっけて語 られていることがわかる。つまり,この場合の 「美術」は同
時代の陶芸や染織といった工芸を意味していたと考えてよいだろう。
2.「帝国美術の中心は京都を除きて看出す能はざるなり」『京都名所図会』。 また,同 じく総
論にまとあられた 「京都の美術」には,「秀麗なる山川 と艶膽なる花辧 とは識 に其容を変 じ
て造花の妙を報 じ過去千有余年の長歴史は我国風の変遷を写 し出して人類百般の状態を露 は
し加ふるに一…京都人士豈に焉ぞ其の感化を受けざらんや彼等の官能は既に其幼少の時に於





歴史によって育まれ,そ の感覚の表現が,絵画,彫 刻,織 物,陶 器,漆 器となるといわれる。
また,互 いに競いあってよくなるということは,こ れ らの京都の人々にとって表現 された
「美術」は同時代の絵画,彫 刻,織 物,陶 器,漆 器であると考え られる。それは,「近来海外
へ輸出するもの又尠なからず……美術の精巧を究あ内外人の喝采を博す……(西 陣より)」2°)
での 「美術」 も同時代につくり出されている織物であることがわかる。
3.「著名の美術品を蔵するところ」『歴史美術名勝古跡 京都案内記』 として,特 にあげ ら
れているのは,東寺,西 本願寺,東 福寺,知 恩院,大 徳寺,醍 醐寺である。 これ らの項目を
みると,例えば,大徳寺では,「天井の龍の画は長谷川等伯筆 十六羅漢木像 は皆傑作,仏
殿初赤松則村父子の昨,庭 は小堀遠州の昨,塔 頭聚光庵に千利休墓あり,著名の画幅甚多 く
(五百羅漢百幅,龍 虎双幅,牧 谿の中観音左右猿鶴の三幅封,大 燈国師像)」2')があげられる。
また,知 恩院では,「方丈は金障皆狩野一門の筆に成 り,杉戸の画,左甚五郎の作の鶯張,
最 も画幅に富む(土佐吉光其の門下の筆に成 り法然上人行状絵伝四十八巻,玄 宗帝筆の屏
風)」22)とある。
これらから,こ こでいわれる美術品とは,寺 の建築,書 院,庭 か ら古筆 書画,屏 風 絵
巻,文 書,仏 具といった什宝,っ まり古美術を指すと考え られる。
4.「書画の著名なるを掲 ぐるは美術を好む人に紹介せんが為な り」『京都名所』 では,少 な
くとも 「美術」は書画をあらわすものである。そして,「方丈の各間にはいつれも有名の筆
を して世 に伝称せらる宝物 も数多き……(南禅寺より)」23)とある。 そのなかには,徽 宗皇
帝の墨画の山水 足利義持の十六羅漢があげられている。また,「此寺 に宝蔵す る古書画類





向けざるべからず」『きやうと 名所 と美術の案内』でいわれるところの 「美術」 は,寺 の






仏閣の簡単な沿革のみのため,15明治28年以前の案内記 と比べて何 ら変わ りない。 それに
は,本来 この書が発行されたのは明治26年のことであり,そ れが同28年に改題発行されて
いるため,緒 言のみ改めたことが予想されうる。おそらく,改題発行 にあたって 「美術」と










認できる。 ζれに対 して,児島は 『京都剿 において,国 レベルの博覧会を東京でのみ行 う
ことは,地方の不景気の救護策にはならないという国家の一局集中型への批判を示 し,内国
勧業博覧会の京都誘致を主張 した。
こう・した背景をふまえて 「京都 」は,「将来 に於 ける我が京都維持の方策」29)を目的 と
して書かれた論文である。そのなかで,京 都の今後 の発展に特に必要なものとして児島は次
の三っの項 目をあげている。一っは 「名所保存」,二っ目は 「旅客吸集」,そして三っ目は
「工芸美術」である。このなかで児島は 「工芸美術」 と 「美術工芸」の違いは,「工芸美術」
は産業(商 売)で あり,「美術工芸」 は産業を支え る物産(売 り物)を 指すという。 この
「美術工芸」が1と2で の殖産興業のたあの工芸品にあたるのである。
明治23年の 『京都 」では,産業,物 産 として認識されていた 「美術工芸」 が,明 治28
年の 『平安通志』では,「物産」,「美術工芸」,「宝物」に区分されている。そこでは 「物産1
とは,「西陣織物 ・染物 ・友禅染 ・糸組物 ・綵纈 ・陶器 ・粟田焼 ・漆器 ・銅器及金属器類 ・
鑄鐵物,七 宝焼 ・刺繍 ・扇 ・團扇 ・金箔 ・翫弄品 ・度量衡 ・指物細工 ・竹細工 ・錫細工 ・鉛
粉 ・臙脂 ・墨 ・筆 ・薫香 ・色紙短冊 ・祇園香煎 ・砥石 ・針 ・弓箭 ・馬具 ・楽器 ・冠服 ・法衣 ・
35
丹後縮緬 ・山城製茶」3°)があげられ,同 時代に生みだされる 「一般産物」 として扱われる。
亠方で,「美術工芸」では,「絵画(仏 画 ・絵巻物 ・墨画 ・障壁 ・玩章)・書 ・織物 ・陶器 ・
漆髴 ・冶金 ・友禅染 ・刺繍 ・金絲平金繍 ・彫刻 ・園芸 ・建築脚,そ して 「寳物凵には 「絵画 ・
文書 。仏像並に彫刻物」32)があげられ,代 々藤原氏,足 利氏,豊太閤,徳 川氏などの権力 と
作家との結びっきという歴史的な時代背景が書き綴 られる。っまり,「美術工芸」 とは伝統
性を強調 したものであるといえる。 この 「美術工芸」のなかの友禅染や陶器,刺繍が 「物産」
の内容 と重なるのは,『平安通志』において 「美術工芸」には同時代の産業性 より伝統性を
強調するという差異が与えられていると解釈できる。
そして,「宝物」にあげられたものが 「全国臨時宝物取調局鑑査状」や 「美術品 ノ目録」
を参考 に記載されたということは,い いかえれば,神 社,仏 閣の什宝が美術品であると考え
られる。 それには,「寺院中西本願寺ノ如キ,美術名品甚多 シ」と記されていることか らも
わかる認)。
こうして 『平安通志』で示される内容か らは 「美術工芸」が,「物産」にも 「宝物」 にも
かかわるといえる。明治23年の 『京都策』においては 「美術工芸」,「物産」,「宝物」 の名
に分け られたが,実質的にはそれぞれの連鎖がみ られ るのである。 ふ りかえると,明 治28
年での案内記に出て くる 「美術」 とは,「美術工芸」,「宝物」の両方を含んで指 していた。




「京都 に於 る諸大会」という案内において,京 都帝室博物館の 「時代品陳列」 という催 し
が告知 されている誕)。これにあたって,京 都帝室博物館 は三っの分類を行 っている。 それは,
「歴史」 「美術」「美術工芸」である。まず,「歴史」 とは古文書であった。 「美術工芸」 と








これは,本編の一部 である 「総記」においての記述である。 この書のなかは寺社に関する
記事が多 く,ここで示される 「美術」とは,「海北友雪筆天井扇面図,絵 馬は狩野秀信筆 ・・…
(西本願寺菊の間より)」35)あるいは,「狩野隆也の山水 襖 は土佐光興の筆(銀 閣寺仏殿西
の間より)」36)などの寺院の従属物であり,「美術工芸」,つま り歴史ある物産に関連 した意
味での 「美術」の記述ではない。
上記のように,案内記において明治28年に出版 した 「美術」 の内容 は,次 第 に神社,仏 閣
の什宝への意味合いに絞 られていく。
案内記 は,明治28年に出版が相次いでいる。これは,当 然 この年 に行われた第四回内国勧
業博覧会 と平安遷都千百年紀念祭の成功を導 くためである。明治28年に出版 された案内記を
見 ると,た とえば,「第四回内国博を開設するに際 し,諸国の旅客必市郡 の名勝古蹟を見る者
多い」37)『改正京都名勝図会』,あるいは 「千有余年の旧帝都山紫水明の麗美を以て艶稱せ らる
る京都 今や奠都祭挙行と大博覧会開設 とに由り,内外国人士潮の如 く来都す」鋤 『京都温故
誌』に書かれているように,イベ ントを利用 してたくさんの観光客を呼び寄せることが 「京都凵
興 しにっながるという意識が強 く働いていたとみえる。それには,次の案内記の出版ラッシュ
が明治36年であり,この年 は第五回内国勧業博覧会が大阪で行われたたあであることにも納





神社,仏 閣の什宝に着 目す る動 きがみられる。そのため,案内記中において積極的な展覧告知
もみ られる④。 このように,観光客を呼び寄せ る手段 として神社,仏 閣の什宝,す なわち 「美
術」が注 目されたのである。
以上をまとあると,京都のことが書かれる地誌のなか,内 容,量 ともに最も書き手の 「京都凵
に対する表現があ らわれるものが案内記であった。 これ らの案 内記 は,特 に明治28年に多 く
出版 された。その理由は,第四回内国勧業博覧会 と平安遷都千百年紀念祭に来る全国の観光客
に 「京都」を魅せるためであった。明治28年以降 案内記 において 「美術」 という言葉が出
現 したのは,京都への観光客動員を意識される新 しい手段であった。それは,『京都名所案内
記』 において明治28年の再版の際の緒言のみに 「美術」 という言葉が付 け加え られたことに
物語 られている。
名所案内の記述に 「美術」が入 り込んだことは新 しいことであった。案内記において新 しい
37
言葉である 「美術」 とは何を指 したかというと,それは二っに分けられた。ひとっは,「京都」
の産業発展のための同時代の工芸品,そ して,も うひとつは神社,仏 閣の什宝であった。
まず,同 時代の工芸品は,明治23年か ら 『京都策』による 「美術工芸」 としてすでに認識
されていた。その内容が,明 治28年の 『平安通志』では,「物産」「美術工芸」「宝物」 と して
分けられたが,そ れ らは相互に関連 しあうものであった。っまり,これらの内容を完全に分離
して扱われたわけではなく,あいまいであった。それが,明 治36年「簡便京都案内』 では,
「美術工芸」 は伝統を重視する製品であるとし,「美術」は什宝であると明確化される。そ して,
明治44年『京都名所地誌』において,完 全に 「美術」の内容が神社,仏 閣の什宝になる。
明治28年以降の案内記では,近世の名所図会におけるように従来,神 社,仏 閣の什宝 とし
て扱われていたものを 「美術」 として捉えるようになる。神社,仏 閣に従属 し宗教的価値をも











つまり,明治維新で衰えた 「京都」 という都市にとって,千年以上 も都 として続いた歴史を
伝えることが復活の方法であったのである。平安以来の長い年月の出来事が史実に基づ き編纂
されることで京都の歴史がはじめて生 まれた。そ して,過去をたたえる紀念祭の催 しの決定が,
全国 レベルでの博覧会の京都誘致の成功を導いたのである。
博覧会開催によって伝統産業である 「美術工芸」や 「物産」の活性化,ま た,全国各地から
来 る観光客 による商業の活性化が目指 された。 この博覧会誘致と観光客動員のための演出とし





そ して,な により歴史の証明となったのが神社,仏 閣の什宝,つ まり 「美術」の品々であろ








る43)。っまり,宗教 という精神性か ら創造された建蘂や彫刻,絵 画を 「美術」という。 このよ
うな九鬼の指す 「美術」は主として神社や仏閣の什宝として存在するが,こ の 「美術」認識の
背景にはフェノロサや岡倉による宝物調査が働いたといえる。 なぜなら,明 治21年4月27日
付の 『日出新聞』に 「日本の美術」が報 じられているが,そ こには,「日本の美術 は何処に在
るやと尋ぬるに,… ∴其美術品の大半は昔より寺塔社祠などに在 るもの多 く……」とある。調
査に同行 し,その詳細を報 じていた金子静枝によるこの記事からは,フ ェノロサ,岡倉,九 鬼
が 「美術」を神社,仏 閣の什宝に求めていた様子が明らかとなるからである。









閣のもっ什宝であったものが,明治28年以降では歴史の視覚化 となる 「美術」 として新 たな
展開をみせると同時に,明治期において名所に対する沿革 つまり歴史の充実が次第に要求さ
れるようになった。
「名所 といふは建築等の美麗又は景色絶佳等のみにて名所 とは日はず歴史上に関係有 り故実
の慕 しき旧蹟 と為 りてこそ真に名所と謂うはるるなり」45)(「京都名所独案内』明治28年)
名所 とは単に対象の美 しさだけではな く,その対象がもっ歴史背景があってこそ,は じめて
成 り立つと定義されている。そ して,名 所において歴史を視覚化できるものが 「美術」となる。





旧蹟に観光客が押 し寄せることはあったであろう。 しか し,それに 「京都」の独 自性,つ まり
往年の都であったか らこそ,見 どころとして成立する 「美術」を宣伝することは,従来の名所,
旧蹟へのさらなる集客手段 として新たな意味を付け加えたといえる。
明治28年以降の案内記において,神社,仏 閣の什宝の 「美術化」 が観光客に働きかけるこ
とによって,歴 史都市 「京都」 というイメージは,京都 に存在す るそれぞれの名所,旧 蹟の
「美術」を通 してみえる歴史によって,形成 されていったと考えられる。
おわりに
明治28年に多 くの京都の名所案内記が出版 され た。その理由は,第 四回内国勧業博覧会 と
平安遷都千百年紀念祭に来 る観光客に 「京都」をみせるためであった。 このみせ方の演出とし
て,平安以来の歴史性が強調 された。それは,紀念祭という平安京を興 した桓武天皇をたたえ
た催 しや,平 安京をならって創 られた平安神宮であったり,それまでなかった体系的な京都の
歴史書である 『平安通志』ができ,また,時代行列が行われたことで歴史が視覚化されたこと
による。そ うして演出された歴史性を証明するものが,京 都に多数存在する神社,仏 閣が もつ
美術品であった。
明治28年をきっかけに神社,仏 閣の従属物である什宝であったものが,普 遍的な価値 をも
っ 「美術」に置き換え られたのである。そして,かって都として栄えていた京都であるからこ
そ創 られた 「美術」が岡倉天心や九鬼隆 一の思想を背景に歴史の証明品となったのである。
このように什宝が美術化することは,案内記を通 して確認できるのである。全国からの観光
客は,案内記において 「美術」 という新たな意味をもった名所を見ることで,歴 史をくみ取 る
のである。つまり,「美術」が媒体になることで,歴 史都市 「京都」が一般化 し流布す ること








アンケート用紙を作成 し,街頭アンケー トを行った。 これにより2000年12月22日から24日の期間,場
所は都内3カ 所(東 京駅構内,渋 谷,恵 比寿)に おいて男性67名,女性56名の合計123名の回答が得
られた。回答者の年齢は,10代が14%,20代が60%,30代以上60代までが26%で,20代が中心である。
また,回答者の出身地は,北海道 ・東北が8%,関 東が64%,北陸2%,中 部9%,'近畿7%,中国 ・
四国6%,九 州2%,外 国2%か ら関東出身者が大半であった。
3)主な質問内容は,あ らか じめ用意された具体的な言葉か ら回答者が,ど れだけ 「京都」をイメージす
ることができるか四者択一(選 択肢は程度別)の ものと,回答者自身が 「京都」ときいて何をイメー
ジするのかを自由記述 してもらうものとした。なお,それぞれの言葉にっいては,古代から現代へと
続 く時間軸と文化系から科学系へと続 く領域軸を設定 し,この二元軸上にあたる言葉を選びだした。
それぞれの言葉によって得 られた結果は,主 に三っの部分に分けられる。ひとっは,とても 「京都」
をイメージできる 「神社 ・仏閣」,「歴史」,「観光」,「伝統」の言葉群である。っぎに,「京都」 をあ
まりイメージできない言葉群 としての 「近代」,「流行」,「産業」,「人工」,「工業」,「科学」である。
そして,そ の中間に位置するのが 「工芸」,「美術」,「国際性」,「自然」 となった。ごく簡単な調査で
はあるが,こ のことから 「京都」をイメージしやすい言葉が古代系かっ文化系に偏 り,そ して,逆 に
イメージしにくいのは現代系かつ科学系の言葉に偏ることがわかる。 さらに,自 由記述か ら得られた
回答は,「寺 ・神社」,「歴史」,「食べ物」,「町並み」,「舞妓 ・芸妓」,「伝統的」の順に占めた。 この
結果が示すように,現代の私たちの 「京都」イメージとは歴史と古社寺の町として,なかば一般化さ
れているといえる。
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